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弘
法
大
師
の
遺
告
と
さ
れ
る
も
の
は

｢

諸
弟
子
遺
告｣

と
呼
ば
れ
る
も
の
、｢

遺
告
真
然
大
徳
等｣

と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
な
ど
、
数
種
類
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

｢

二
十
五
ヶ
条
御
遺
告｣

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る

(

以
下

『
御
遺
告』

と
略
す)

。『

大
正
新
修
大
蔵
経』

七
十
七
巻

(

二
四
三
一)

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
九

州
大
学
文
学
部
所
蔵
本

(

口
絵
上
段)

『

御
遺
告』

に
あ
る

｢

或
本
奥
云｣

(

四
八
丁
オ
モ
テ
一
行
目)

以
降
は

『

大
蔵
経』

に
は
見
ら
れ
な
い
。

『

御
遺
告』

は
、
二
十
五
ヶ
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
条
で
弘
法
大
師
の
略
歴
を
述
べ
、
第
二
条
以
降

で
さ
ま
ざ
ま
な
戒
め
を
説
い
て
い
る
。
他
の

｢

遺
告｣

諸
本
は
高
野
山
の
寺
領
拡
張
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る

が
、『

御
遺
告』

で
は
、
東
寺
中
心
主
義
を
標
榜
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。『

御
遺
告』

は
、
真
言
宗
教
団
内
で

重
要
視
さ
れ
、
弟
子
・
門
徒
以
外
の
承
伝
を
固
く
禁
じ
て
い
る
が
、
偽
作
で
あ
る
と
の
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
第
一
点
と
し
て
、
弘
法
大
師
の
文
章
と
し
て
は
拙
劣
で
あ
る
こ
と
、
第
二
点
に
歴
史
的
事
実
と
異
な
る
事
象

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
本

『

御
遺
告』

(
口
絵
上
段)

は
、
縦
一
八
・
一
㎝
×
横
一
五
・
五
㎝
、
粘
葉
枡
形
本
、

箱
書
に

｢

平
安
朝
末
期
写｣

と
あ
り
、
本
文
中
の
仮
名
点
の
字
体
よ
り
、
院
政
期
ま
で
は
遡
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

角
筆
で
界
線
が
引
い
て
あ
り
、
七
行
、
四
十
九
丁
あ
る
。
朱
書
き
で
乎
己
止
点
・
仮
名
点
が
、
墨
書
き
で
仮
名
点

が
付
さ
れ
て
い
る
。
乎
己
止
点
は
東
大
寺
三
論
宗
点
が
使
わ
れ
、
下
の
図
の
よ
う
な
点
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
圏
点
に
よ
っ
て
声
点
が
表
し
て
あ
る
。
例
え
ば
口
絵
一
行
目

｢

達｣

に

｢

入｣

、
四
行
目

｢

留｣

に

｢

平｣

と
み
ら
れ
る
も
の
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
字
は
全
部
で
五
十
八
字
あ
り
、
そ
の
半

分
以
上
が
最
初
の
十
丁
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
丁
ウ
ラ
の

｢
決｣

に

｢

サ
ク
リ

(

上
上
濁
平)｣

、
四
四

丁
表
の

｢

淡｣

に

｢

ア
ハ
チ

(

上
上
平)｣

と
、
和
訓
に
も
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
箇
所
あ
る
。

九
州
大
学
図
書
館
に
は
、
支
子
文
庫
に
も

『

御
遺
告』

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

(

口
絵
下
段)

。
こ
ち
ら
は
室
町

時
代
中
期
写
と
な
っ
て
お
り
、
墨
で
界
線
が
引
か
れ
、
一
丁
に
二
十
一
行
、
二
十
一
丁
あ
る
が
、
文
学
部
蔵
本
の

約
六
丁
分
に
あ
た
る
冒
頭
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
文
学
部
蔵
本
の

｢

或
本
奥
云｣

以
降
は
見

ら
れ
な
い
。
点
は
全
て
墨
書
き
で
、
乎
己
止
点
は
な
く
、
返
り
点
と
声
点
が
振
っ
て
あ
る
。
声
点
の
振
ら
れ
て
い

る
字
は
文
学
部
蔵
本
で
振
ら
れ
て
い
る
字
と
は
異
な
り
、
同
じ
字
に
振
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
文
学
部
蔵
本
と

支
子
文
庫
蔵
本
で
声
調
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
文
学
部
蔵
本
十
一
行
目

｢

崩

(
平
軽)｣

と
支
子
文
庫

蔵
本
六
行
目

｢

崩

(

去)｣

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

(

ひ
る
ぬ
ま

め
い
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程)


